
♪ 「第３回 避難訓練」を実施しました 

 １１月２９日（金）の掃除の時間に、今年度３回目の「避難訓練」を実施しました。４月には第１回として
避難経路の確認と高所避難、９月には第２回として不審者への対応、そして今回は生徒も先生方も「いつ訓練
があるか分かっていない」という、実際の災害発生時になるべく状況を近付けた訓練を実施しました。 

普段どおりに掃除をしようと活動場所に移動したところで始まった突然の避難指示に、戸惑ったりびっくり
したりする子も多くいたためか、これまでの２回と比べると避難場所まで移動する時に騒がしい様子も見ら
れたようで、今回も多くの学びや課題が見つかる有意義な時間になりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
いつかきっと訪れる「いざ」という時にも、お互いのいのちをしっかりと守れる学校であり続けられるよう、

訓練から得られた多くの課題や教訓を生かして学校全体の対応力を高めるよう、今後も努めていきたいと思
います。 
 
♪ 人とともに生きるために… 

 毎年１２月４日から１０日までは「人権週間」となっていて、学校だけでなくさまざまな場所や機会を通じ
て、多様な取組が行われています。 

本校でも先週の水曜日に「人権集会」を実施し、改めて「人権」について考える機会を設けました。今年の
「人権集会」では、相手の気持ちや立場を尊重した言葉のかけ方（アサーション）について、生徒会執行部の
子たちの寸劇を交えながら考えました。 
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さらに先週金曜日には、津島人権擁護委員協議会の方が来校されて、「人権図書贈呈式」を開催しました。
当協議会は、平成９年度から海部地区の全小中学校に「人権の桜事業」
として桜の樹木を贈呈する事業をされていましたが令和２年度で当事
業が完了したことを受けて、令和４年度からは人権問題について著さ
れた絵本や書物を贈呈することになり、今年度は本校に贈呈をしてい
ただけることになりました。贈呈していただいた以下の表にある２０
冊の図書は、図書室に設置をして自由に生徒に読んでもらえるように
します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人権集会の中では、私から「『知っている』と『できる』は大きく違う。この時間で学んだことを生かして、
みんなが自分も、周りの人も大事に『できる』ようになってほしい」という話を生徒にしました。今回の人権
集会や贈呈していただいた本を読んで考えたことをもとに、自分自身の日ごろの言動、そして身の回りで起き
ているさまざまな出来事について、改めて「人権」という視点から見つめ直し、多くの人と良い関係を築いて
ともに生きていけるきっかけになることを願います。ぜひご家庭でも、今の時代に合った「人権」について、
話をする機会を設けていただけたらと思います。 
 
♪ 「自転車」のルールについて 

 子どもたちが通学・移動で日常的に使用している「自転車」ですが、近年は社会全体で車両としての扱いが
厳格になり、正しい交通ルールの順守が求められるようになっています。小学生も使用する「自転車」につい
て、「子どもだから、多少の交通ルール違反は仕方ない」という認識でいる方もこれまでは多かったかもしれ
ませんが、今では「子どもであっても、正しくルールを守れなければ乗ってはいけない」という扱いになって
いて、特に家庭での子どもたちへの指導・ルール徹底が強く求められるようになっています。 



 そんな中、学校でも「（登下校時に）多くの子が守れていない交通ルール」についての確認と、本校の自転
車通学の「ルール改正」について、子どもたちに連絡・確認をしました。年末のあわただしい時期には、特に
交通事故が多くなる傾向がありますが、ぜひご家庭でも「自転車の交通ルール」について親子で確認・徹底を
していただきますよう、ご協力をお願いいたします。 
【自転車通学規定の改正について（令和 7 年１２月６日改正）】 

＜旧＞ 雨天時は、カッパ（ベージュ・クリーム）を使用する。 

＜新＞ 雨天時は、安全面に配慮した反射板などが付いているカッパを着用する。（色の指定をなくしました） 

 

【（登下校時に）多くの子が守れていない交通ルール】  ※ 今回学校で話をしたのは１つ目のみ 

○ 横断歩道上に歩行者がいる場合は、自転車を降りて押して歩かなければいけない。横断歩道に歩行者がい

ない場合は、自転車で通行できる。 

 

○ （軽車両である）自転車は、道路に設置されている「標識」を守らなければならない。 

＜自転車による見落としが多い標識＞ 
 
 
 
 
 
 

＜車両進入禁止＞  ＜車両通行止め＞  ＜一時停止＞    ＜一方通行・指定方向外進入禁止＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 自転車は車両に該当するため、原則車道を左側通行しなければならない。 

（ただし、高齢者＜70 歳以上＞、児童・幼児＜13 歳未満＞を除く） 
★ 車道の通行に危険があり一時的に歩道を自転車で走行する場合 ★ 

歩道はあくまでも歩行者優先のため、歩道中央から車道寄りを徐行で走行しなければいけない。 
歩行者の通行を妨げてしまう場合は一時停止する必要がある。 

 
○ 自転車で交差点を右折するときは「二段階右折」をしなければならない。 

※ 右折した先で右側通行になってしまう右折方法は NG 
     （右図で、最も下にある横断歩道を右折して渡ってはいけない） 

ただし、標識の下に左記のような「補

助標識」（自転車を除く、軽車両を除

くなどの表記）がある場合は、自転車

の通行は可能。 


